
学生生活を始めるにあたって、「新入生に伝
えたいこと」というテーマで座談会を開き、先輩
の皆さんからお話を伺いました。少しでも充実し
た学生生活を送られるように応援しています。

――入学当初、不安に感じたことはありましたか？

椿 高校生の時はあまり人づきあいが得

意ではなかったので、友だちができるかど

うかが不安でした。でも、1年生の後期か

ら、「新大プレスそよかぜ」（※1）に入って、

交友関係が広がっていきました。大学外の

人と関わることが多くなって、自分の中の

何かが目覚めていきました。この4年間で

ずいぶん変わったと思います。

阿部 勉強の方法が高校とは全く違うの

で、単位が取れるかが一番不安でした。で

も、出席と課題提出などをきちんとしてい

れば単位は問題なくとることができます。

単位を取る為には、最低限授業にはしっか

り出席することが求められると思います。

先生方も真面目に頑張っている学生を見捨

てたりはしないでしょう。

齋藤 私も勉強と友だちについて不安でし

た。でも、入ってみたら大学の雰囲気が助

けてくれました。新大は開放的でのんびり

していて、それがいろんなところに影響し

ていると思います。勉強も今までのように

与えられるものではなくて、自分のやりた

いことができます。そんなに不安がること

ではないと思います。

樋山 私は就職への実感が持てず不安を感

じていました。今も不安はありますが、

様々な仕事や活動をしている人に出会うこ

とで将来の選択の幅が広がったと思います。

椿 お金の不安もありました。でも、そ

の気になればアルバイトで稼げるので、結

局無駄な心配でした。

阿部 2年生からアルバイトを始めて、親
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阿部純也さん
教育人間科学部4年
出身：新潟県新潟市
専攻：生活環境科学課程
活動：現在はサークルや
ボランティア活動はせず
に就職活動とアルバイト
に専念

椿　智彦さん
経済学部卒業
出身：東京都文京区
専攻：経営学科
活動：学生新聞サークル
「新大プレスそよかぜ」
の広告を担当

から小遣いをもらわなくても済むようにな

りました。半分自立したようで充実感が生

まれてきました。それに、心の余裕も生ま

れました。自由にお金を使えるので、やり

たいこともやれて活動的になれました。

齋藤 バイトもやってみると、将来役に立

ちますね。

――大学生活で困ったことはありましたか？

阿部 僕は自宅生なので、あまりなかった

です。

齋藤 私は一人暮らしですが、実家が恋し

くなります。時々実家に充電しに帰ります。

樋山 一人暮らしは食事に困りますね。

椿 それに病気も厄介です。一人暮らし

で風邪をひいたりすると、どうしようもな

いです。最悪の場合は友だちに買い物を頼

みます。

齋藤 大学生になってから、まだ病気にな

ったことがないです。でも、風邪をひいたら

どこの病院に行っていいかわからないです。

（そんな時こそ、P.9～10の地図を活用し

て下さい。）

――大学生活の楽しみ方、または打ち込んでい

ることはありますか？

齋藤 今は勉強を頑張りたいです。大学に

入ってやりたいことがはっきりしてきて、

勉強が楽しくなってきました。大学生活の

楽しみ方は人それぞれですが、大学の中だ

けで活動しているとそれで完結してしまい

ます。なので、大学外の人と関わることが

大切だと思います。そのことで影響も受け

るので自分の将来も考えるようになります。

自分なりの楽しみ方が広がると思います。

阿部 学外に飛び出していくことはすごく

自立した大学生活を送ってほしい
●新入生に伝えたいこと（学生による座談会）

座 談 会 を 終 え て
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大事です。僕が重要視していたのが、大学

生活でしかできないことをすることでした。

アルバイト、ボランティア活動、サークル

活動、そして勉強も。大学生活は時間があ

るので、いろいろ挑戦してみるといいです

ね。

椿　「新大プレスそよかぜ」の活動を通し

て、いろんな人が世の中にいることがわか

ってきて楽しかったです。また広告づくり

を通して、イラストレーターなどのDTP

（※2）ソフトを使っていろんなものを作っ

たり、編集したりするスキルを磨くのもお

もしろかったです。学生は時間が余るほど

あるので、その時間を使って何をするかは

個人の自由ですが、何か一つでも、絶対誰

にも負けないものをつくることができると

思います。

――先輩として新入生に気をつけて欲しいこと

はありますか？

樋山 大学内の点字ブロックの上に自転車

が置いてあるのが気になります。

齋藤 アパートに卒業した人たちが置いて

いった自転車が住人の倍ぐらいあって、止

めるところがないのが困りました。

阿部 新潟大学前駅に放置自転車が山のよ

うに積んでありました。業者の人が運んで

いるのを見て、こんなにあるのかとぞっと

しました。自分がお世話になった自転車な

のだから、最後まで面倒をみてほしいです。

椿 大学周辺のお店や郵便局にも自転車

が放置されています。周辺地域の方々に迷

惑をかけるのはよろしくないと思います。

――ゴミの分別が問題になっているようですが？

樋山 祝日はゴミ収集がないのですが、知

らない学生が多いみたい

です。

椿 自治会との関わり

がないので、通達が行き

届かないという感じがあ

ります。ここら辺は学生街というか、一種

の閉鎖空間のような気がして世間の一般の

規則が通用しない感じがあります。

齋藤 正門そばのゴミ捨て場がすごく荒れ

ています。でも、掃除している人は地域の

人だけなんです。学生が掃除しているのは

見たことがありません。地域の人ばかりが

苦労していると感じます。

阿部 地域に悪影響を及ぼしています。街

をきれいにしていくように心がけないとい

けないです。

――他に新入生に向けてメッセージがあったら

お願いします。

椿 大学生は何をするのにも割りと自由

にできます。でも、自由だから何をしても

いいわけではないです。大学生の常識は、

必ずしも世間に通用するとは限らないとい

うことだけは頭の中に入れておくといいと

思います。

阿部 新潟大学に入って何か一つ頑張った、

良かった、というものを築いてほしいです。

それと、県外から来た人には新潟を嫌いに

なって帰ってほしくないです。これは、地

元の人間としての願いです。

樋山 大学では同じ分野に興味のある友だ

ちができると思います。それぞれが今考え

ていることを何でも話せる、聞ける関係が

できるといいなというのが私自身の願望で

もあり、伝えたいことです。

齋藤 大学に入ると受験の時とのギャップ

で、あまりにも自由でのんびりしていて、

やりたいことを見失いがちになるかもしれ

ないです。何がやりたくて大学に入ってき

たのかという情熱を忘れないでほしいです。

そうすれば楽しく充実した4年間が過ごせ

ると思います。

大学生活は自由でありますが、一方で自己の社会的な責任というものが発生します。学問だけ
ではなく様々な社会的知識を身に付け、大学生活を有意義なものにしていって下さい。

●椿　智彦

今回はどうしたらキャンパスフォーラムが多くの人に読んでもらえるのか、また新入生にとっ
てどのような記事が必要とされているのかということを意識しながら編集に携わりました。

●阿部純也

「私は○○学部だから○○のことしか興味がない」なんてもったいない！新入生の皆さんには、
遊びでも学業でも自分を限定せずに、様々な面から新大生活を楽しんでほしいと思います。

●樋山和恵

様々な活動に携わっている人の話を聞くことができ、ためになったインタビューでした。長い
ようで短い大学の4年間を実り多いものにするための「姿勢」を学ぶことができました。

●齋藤友恵

※1：新大プレスそよかぜ：大学の公認サークル。大学と地域の
話題を扱う情報新聞「新大情報便そよかぜ」を隔月で発行
している。

※2：Desktop Publishingの略。原稿の入力やイラストなどの
制作、組版・レイアウト、出力までの作業を一般に普及し
ているパソコンで処理することができるシステムのこと。
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